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半田市の人口について (RESASより）

〈資料1 人口の推移〉

年少人口、生産年齢人口が減少し、
老年人口が増加



半田市の人口について (RESASより）

〈資料3 年齢別社会増減〉

25歳～34歳の
転出数が多い



RESASからみえてきた課題

•少子高齢化による人口減少
→活気が失われる

→経済成長しにくくなる
などの問題が発生する



包括的で安全かつ強靭で持続可能な
まちづくりのためには…

→多くの人に訪れてもらい、魅力を
知ってもらう

→また半田市に来たい、住んでみた
いと思ってもらう

半田市への旅行者に着目



半田市への旅行者数（RESASより）

5月に訪れる人が多い



半田市への旅行者数（RESASより）

一人で訪れる人が多く、家族連れが少ない



RESASのデータを踏まえた考察

•5月に人が多い

→潮干祭が関係して
いるのではないか



・潮干祭をきっかけに半田市の魅
力を伝えられないだろうか

・魅力を感じた人が半田市に住む
きっかけになってほしい
・家族連れの旅行者も増えてほし
い



定期的なイベントの開催に注目！！



定期的なイベントの開催に注目！！

増加

（日本建築学会技術報告集）

チケット売り上げ枚数



「子供市 in Handa」
場所：潮干祭が行われる亀崎海浜公園
対象者：家族連れ（特に4歳～10歳くらいの
子供がいる家庭）

内容：子供のための市場の開催（買い物ゾー
ン、運転ゾーン、自由ゾーン）
開催日：毎月第一土曜日（5月を除く）
その他：来場者に半田市で使えるクーポンを
渡す。



亀崎海浜公園



交通アクセスについて
電車：JR亀崎駅から歩いて15～20分
車：亀崎小学校のグラウンドに駐車してもら
い、そこから歩いてもらう。
（徒歩10分～15分）



会場図
B:運転ゾーン A:買い物ゾーン



A:買い物ゾーン

・場所：祭り会場
・貨幣：受付で現金から専用通貨に交換

・出店：特に老人ホームに入所している高齢
者に子供と接する機会を設けたい

・出店内容：市販のものなら食品可、ワーク
ショップや小物販売、半田市内の有名なもの

・その他：大人は基本入場禁止で、中学生や
高校生がボランティアとして活動する。



B:運転ゾーン
場所：中央の駐車場をスタートとし、トイレ
の方向から一方通行

舗装された道に信号機や踏切
を設置して、車の運転の模擬
体験ができるようにする。



C:自由ゾーン

• 砂浜や芝生で遊べる道具を受付
で貸し出す。

• 木に問題をくくりつけて謎解き
ができる。



クーポンの配布



グラフより

半田市内で使えるクーポン配布

→半田市のほかの観光地や、お店など
に訪れてもらうきっかけになる
→半田市の経済活性化につながる
→リピーター確保にも

80％以上がクーポンがあることで
購入しようと思うきっかけになっ
ている。



宣伝

• 半田市のインスタグラムのフォロワーは子
育て世代が多い

→インスタグラムでの宣伝に特に力を入れる

• 「動画広告はバナー広告に比べて印象度が
１．７倍高くなる。」という研究結果も存
在

• 動画による宣伝は視覚と聴覚による刺激を
与えることができる

→インスタグラムでの動画宣伝をする。



コロナ対策への利点

• 屋外である
• 予約制にすることで密を防げる
→半田市のホームページに予約サイト
を設置すれば、ホームページもついで
に見てもらえる可能性が大きい



コロナ禍で求められていること

• 保護者と子供のストレスを発散できる場
• 安全かつ安心な遊び場

その他コロナ禍でなくても求められること
• 目新しい企画の開催
• 子供と中高生、子供と高齢者のかかわり
の場



まとめ

・潮干祭が行われる亀崎海浜公園を会場
・定期的なイベントの開催
・子供連れの家族を対象

・クーポンなどで経済効果や観光客の増加
を目指す
・コロナ禍によるニーズに応えられる企画

『子供市 in Handa』


